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要旨 
本稿は、保育者養成において、学生がより良い「読み語り」の実践ができるための授業
のあり方について検討し、課題を探ることを目的とする。より良い「読み語り」とは、聞
き手に様々な空想体験を提供し、読み手との「心地よい交流」を通して、乳幼児の人格形
成に関わる豊かな感性を育む土壌づくりになるものである。 
第一筆者は、保育者が行う「読み語り」が保育者と子ども、子どもと子どもの心を繋ぎ、
良好な関係を築くことができるという保育体験から、学生が絵本の魅力や価値について認
識を深め、「読み語り」への意識やスキルを高める取り組みが大切と考えた。  
そこで、2018 年度前期に、担当する授業の中に絵本に関する教育プログラムを組み込み、
実践を試みた。  
取り組みの中で、学生が多様なジャンルの絵本と出会い、絵本への興味・関心を高める
とともに「読み語り」のスキルを向上させたいという意欲の高まりが明らかになった。 
本稿では、絵本に関わる教育プログラムの取り組みについて報告する。  
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絵本, 読み語り，心地よい交流，多様なジャンル，外部講師 
  
１．はじめに   
保育所や幼稚園などの保育現場では、絵本が様々な場面で登場する。保育室には、絵本
の棚があり、いろいろな絵本が並べられている。絵本は保育の「窓口」1)と言われるが、絵
本に関わる環境構成や選書、絵本と子どもとの関わり、保育者の「読み語り」（１）の活動
などを見つめると、その園の保育方針や保育者の保育観までもが垣間見える。 
保育という環境において、子どもたちは、様々な絵本と出会い、保育者と絵本体験を共
有しながら、その魅力に触れ、その世界で遊び、想像力や思考力を育んでいく。数多くの
絵本が出版されている中で、子どもたちが出会い触れる絵本に対して、保育者が意図をも
って選書と「読み語り」を行うことが求められる。一方で選書や「読み語り」については、
保育者個人の意識にかなりの違いが見られるのが現状である。 
                                                   
1 生活コミュニケーション学科こども学専攻  
2 ボランティアグループ  読み聞かせ＆レクレーション「おんばいがえしの会」  
229
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
人文科学・社会科学編 第 2号 2019  
小島 佳子，絵本読み語りに関する教育プログラムの開発 
絵本という素晴らしい児童文化財が、保育現場で十分に活かされていくためには、保育
者養成の段階から学生が絵本への興味・関心を高め、広く学ぶ機会をつくる必要があると
考える。 
 
２．研究の目的   
 保育者を目指す学生たちは、保育・教育実習において必ずといってよいほど、絵本の「読
み語り」を経験する。また、本学主宰の子育て支援活動においても絵本の「読み語り」を
実践する場をつくっている。にもかかわらず、学生が子どもに読み語る貴重な経験の場を
十分に活かせずに、絵本を選択する意図が曖昧で準備不足のまま安易に読み語る姿が見ら
れることもあった。  
 学生の意識の中に「読み語り」は、簡単に実践できる活動と捉えている可能性がある。
そこで、こうした意識の変容をねらいとして、絵本の価値への認識を深め、主体的に「読
み語り」に取り組む姿勢を育むことができる教育プログラム（以下、プログラムと記す）
の開発・実施を試みた。 
プログラムに参加した学生の振り返りを検討することで、授業に向かう姿勢がどのよう
に変容したのか、読み手・聞き手を体験することによって、どのような体感や思いが生じ
たのかを明らかにし、より良い「読み語り」について学ぶための授業のあり方を検討し、
課題を探ることを目的とする。 
 
３．絵本に関わる学習プログラムの概要 
第一筆者は、本学短大部 2018 年度 一年次前期の「こども学概論」のシラバスに絵本に
関わるプログラムを組み込んだ。 
プログラムは以下３つの内容から構成した。  
(1) 学生同士が 15～20 分間程度、絵本の「読み語り」を経験し、その後ワークシートを活  
用して振り返りと評価を行う。  
(2)個人の調べ学習と制作を課題とする「絵本だより」（A4 サイズ１枚）の作成を通して、
絵本への興味・関心を高める。  
(3) 第二筆者である外部講師から絵本の持つ特性や魅力、「読み語り」の効能、手法につい
て学ぶ。 
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プログラムの概要は表１の通りである。  
 表 1 絵本と「読み語り」の授業概要 
授業名  大学短期大学部 こども学専攻「こども学概論」  
受講学生  １年生  46 名  
実施回数  
及び  
取組み内容  
計 6 回  
1 回：第一筆者講義 「絵本の魅力」    
2 回：  グループワーク 「子どもと絵本①」初めての読み語り（対象年齢を考慮
せずに各自が読みたい本を持参）  
3 回：  グループワーク「子どもと絵本②」 0・1 歳児向け絵本選書と読み語り  
4 回：  グループワーク「子どもと絵本③」 2・3 歳児向け絵本選書と読み語り  
5 回：  グループワーク「子どもと絵本④」 4・5 歳児向け絵本選書と読み語り  
6 回：外部講師（第二筆者）講義 「多様なジャンルの読み語り」  
「子どもと絵本⑤」制作した絵本だより提出  
 
※ワークシートの内容は図１参照  
   
   図  1. 学生の読み語り後のワークシート  図  2. 外部講師による講義後のワークシート  
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４．研究の方法 
(1) 表 1 に示した第 5 回「読み語り」最終のグループワーク（2018 年 6 月 19 日）の自己
評価、他者評価及び自由記述を精査し、検討した。（ワークシート提出者 40 名） 
(2)第 6 回ゲストティ－チャーの講義終了時（2018 年 7 月 10 日）に記述したワークシート
を精査し、検討した。（ワークシート提出者 43 名） 
学生には、絵本に関する研究のためにワークシートを活用させてほしい旨を説明し、了
承を得た。また、絵本だより作品の掲載については、該当者の了解を得た。  
 
５．「読み語り」のグループワーク 
5.1 グル―プワークへの導入と取り組み 
 「読み語り」のグループワークを実施するにあたり、第一筆者は、保育現場での実践事
例を紹介しながら「絵本と読み語り」についての基礎的な講義を行った。その内容は、「絵
本のもつ力」「絵本は選ぼう」「読み聞かせ（２）と子どもの発達」の項目である。そして、
「読み語り」の準備に主体的に取り組む姿勢の育成を目指して、選択した絵本を予め自分
なりの意図をもって必ず下読みしてから臨むことを事前学習課題とした。３つの視点から
の下読みを課した。具体的には、「絵本の内容や展開、ポイントを把握する」「絵を読み、
絵と文との関係を捉えて絵の見せ方を考える」「伝え方を考えながら音読する」と示した。 
 また、第一筆者が共感する平川 2）の考え方を実践事例に置き換え、分かりやすく伝えた
ことで「読み語り」には準備が大切であるという学生の意識を高めることができたと推察
する。その考え方とは、「作品の内容が快く伝わってくる音読・朗読は、技術よりも、作
品を深く読み、そのねらいを伝えようとする、読み手の気持ちにあるように思う。抑揚や
間の取り方は、読みの練習を重ねるなかで、おのずからでてくるものであろう。回を重ね
ると、不思議にいい読みになるものである。」という内容である。  
 「読み語り」は授業の始まり約 15～20 分程度で実施した。座席順に 2～3 人一組でグル
ープをつくり、持参した絵本を読み語り合った。聞き手は読み手に対して感想や評価を伝
え、読み手の学生が事後学習としてワークシートを記入した。 
5.2 ワークシートから見えてきたこと 
「読み語り」終了時のワークシートに基づいた学生の読み手と聞き手それぞれが記述し
た評価は表 2 の結果であった。（5 回目ワークシート提出者 40 名） 
 読み手の自己評価よりは聞き手の他者評価の方が良い結果であった。  
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表 2 第 5 回グループワーク「読み語り」の評価  
 読み手の評価（人数） 聞き手の評価（人数）  
良くできた  14 33 
まあまあ良くできた  23 7 
あまり良くなかった  3 0 
良くなかった  0 0 
   
5.2.1 聞き手の評価から 
(1) 変化を肯定的に伝える  
聞き手の感想やアドバイスの多くには、具体的な言葉で評価が綴られている。  
今までの回と最終回を比較しながら読み手の変化を肯定的に捉えて伝えようとする視
点が読み取れる。 
「前に読んでいた時よりも表情が明るくなった」「前回と比べて顔を相手に向けていて、
聞いている側も楽しくなるくらい上手でした」「練習をしてきた感がよく伝わりました」
「前々回提案した内容（アクセントをつけること、楽しい展開の時は楽しそうな雰囲気を
出すということ）はどちらも生かされていて良かった」「読むスピードもちょうど良くて、
前に聞いた時よりも何倍も良くなってすごく聞きやすかった」「読み聞かせをするたびに
上達していて私自身勉強になるくらいです」「前回できていなかった裏表紙を見せるとい
うのをしっかりやれていた」 
(2)具体的な改善点を伝える  
改善点としては、具体的な言葉で「読み語り」のスキルが、さらにより良くなるための
アドバイスが書かれている。  
「手で隠してしまった部分があったから気をつけて！」「本ばかり見ずに子どもの方を
見た方がいい」「もう少しゆっくり読んだ方が良い」「感情をつけて読むと良くなる」「本
を相手が見やすい位置で読むようにする」 
(1)(2)の記述からは、聞き手自身が、語り合いの体験を通してより良い「読み語り」につ
いての知識やスキルを学習し、自分の言葉で読み手に伝えようとする積極的な学びへの姿
勢が育ちつつあることを示唆している。  
読み手に伝える視点は、自分が読み手になった時にスキルアップするための視点でもあ
る。学びの協力者として読み手とともに学ぼうとする姿勢が感じられ、グループワークに
おける一つの成果ではないかと考える。  
5.2.2 読み手の評価から 
 読み手の評価は、「良くできた」よりも「まあまあ良くできた」が上回っている。自己
評価は厳しくなると思われるが、「もっと上手くなりたい」という思いや意欲の表れとも
受け取れる。 
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(1)自分の成長を実感 
「良くできた」と評価した学生の約半数（８名）が今まで読んできた中で今回が一番良か
ったと書いている。「今までの集大成にふさわしく、一番納得でき自信を持てる出来だっ
た」「今までで一番良くできたと思います。好きな本だったこともあるし、今までアドバ
イスをしてもらったことに気をつけていたこともあります」 
今後改善したい内容には、「本の高さを子どもが見やすい位置か確認すること」「間を
もう少し意識することにチャレンジしてみたい」「ナレーションとセリフの使い分けをも
っと上手にしたい」「今後はアイコンタクト、こまめな観察に気をつけようと思います」
など自分の課題を明確に意識できていて、改善していこうとする前向きな気持ちが伝わっ
てくる。 
(2) 改善と工夫に向けての意識 
「あまり良くなかった」と評価をした学生は三人いた。その改善点を見ると、一人の学生
は「読み聞かせをする前に一回目を通してから読むようにする」二人目の学生は ,「文章が
長かったから早く読み終わろうと思い早口になってしまった。聞き手を見るというのは当
たり前にできるようにしたい」、三人目の学生は「声を大きく相手がわかりやすいように
ゆっくり読むともっとよくなる」という聞き手のコメントを素直に受け止め、さらに自分
の工夫を取り入れて「子どもが楽しめるように見やすく気持ちをこめて読もうと思います」
と前向きに記している。「できた」という満足感を体感することは授業のねらいの一つで
はあるが、「できる、できない」の評価に止まらず、自分の思いや考えを率直に綴ってい
ることに彼らの成長を感じる。三人ともに次の段階にステップアップしていくことが期待
できる。 
(3)他者評価を受けて 
さらに筆者が注目したのは、「もらったアドバイスを毎回やってみていた。心を込めて
読んだこと、配慮をした部分が聞き手の方にちゃんと伝わっていたこと、それを感じ取っ
てもらえたことが本当に嬉しかったです」「お話に引き込まれた！と言ってもらえてとて
も嬉しかったです。私の好きな本をおもしろいと言ってもらえたことも嬉しかったです」
「友達と読み合いができて最初の回と比べて緊張もとけて頑張ろうと言う気持ちに変わ
っていきました」「読むのは楽しい事だなと思った。また、見ている側が面白いと言われ
るとこっちが嬉しくなった」など、聞き手の反応が読み手の意識や意欲を高めていること
が確認できる。 
「子どもに対して、どう工夫すれば良いか考えるのも大事だと思った」「もっと読み込
んで自分自身が絵本の世界に入ることで子どもたちを引き付けることができるのではな
いかなと思いました」など「読み語り」の対象となる子どもたちへの意識や配慮が感じら
れる記述もあった。 
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(4)さらなる意欲 
「前に少し練習をしたので、次は前の時よりも多く練習しようと思いました。もっとも
っと良くなっていきたいです」「「もっともっと楽しんで読みたいです」「もっと気持ち
を込めて読むことに力を入れていきたいと思いました」「色々な絵本を読んで練習してい
きたいと思います」「今回の読み聞かせは一番良かったと思います。また、やりたいです」
など「読み語り」に向き合って自分の成長を実感することでもっと力量を向上させたいと
いう意欲の高まりが読み取れる。  
 
以上、これらの記述は、グループワークを重ねることで聞き手である他者と対話し、読
み手自身が自己の思いや感情に気づき、具体的に何をどのように実践することが、より良
い「読み語り」に近づいていけるかを考え始め、学生自身が自己成長の手ごたえを実感し
ているといえるのではないだろうか。 
（太字は学生の自由記述から一部抜粋）  
 
６．「絵本だより」の作成 
 「絵本だより」の課題は、架空の発行元や発行時期を想定し、絵本を３冊以上紹介する
というものである。紹介する絵本については、作者、出版社、紹介文（50 字以上 100 字以
内）を記載する。さらにカットの絵を挿入して、全体のレイアウトを工夫し、「手にした
人が読みたくなる」ような「たより」に仕上げるという内容である。学生に学習してほし
い項目として設定したのは以下の３点である。 
(1) 紹介絵本選び：複数の絵本に触れ、比較し、自分の考えや思いを整理して紹介したい絵 
本を見つけること。 
(2)絵本の情報調べ：選書した絵本の作者、出版社を調べ、紹介文を書くために絵本のスト
ーリーや言葉、絵に関心を向けて読むこと。 
(3)絵や文の表現活動：紹介文を書く。手書きやパソコンを活用してカットの絵を描き、挿
入する。 
この課題は、作業プロセスを通して絵本への興味・関心を高めることを一番のねらいと
した。また、絵や文を表現する感覚や能力などには個人差が大きいと思われるが、「たよ
り」の一画面の中にどのように絵と文を構成するかという作業の中で、絵と文字の役割と
関連性を意識する機会になるのではないかと考えた。「文章を書く、絵を描き、色付けを
する」というプロセスを通して自分の作品を作り上げた経験が、絵本の本質ともいえる絵
と文に意識を向けることに繋がっていくことを期待した。 
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７．外部講師による読み語りの講義 
7.1 招聘のねらいと受講の目的 
2018 年度に初めて外部講師の講義を設定した（講師は第二筆者である）。招聘のねらい
としては、まず、外部講師は学生にとって新鮮であり、学生がほどよい緊張感と期待感を
もって授業に臨めることである。また、講師は地域でいろいろなボランティア団体との交
流があり、豊富な情報力と幅広い年齢層で多様なジャンルの絵本の「読み語り」を経験し
ているため、学生の絵本に対する視野を広げ、聞き手としての感性を育み、深める機会に
なると考えた。さらに、シラバスに位置付けている「子どもの人権について」の授業を今
回は絵本を通して身近なテーマから考える機会にしたいという考えもあった。第二筆者に
そうした内容も組み込んだ講義を依頼した。 
授業の目的は、「①学生が「読み語り」の魅力を体感し、自らの活動意欲向上を図る。
②語られる絵本の特性や「読み語り」の技術について学ぶ。」の２点である。 
7.2 外部講師の講義（多様なジャンルの絵本読み語りを通して） 
(1) 実施日 平成 30 年 7 月 10 日  
(2) 対象 子ども学専攻１年生 43 名  
(3) テーマ 豊かな人権感覚を育む幼児の環境づくり  
(4) 講義の概要（＊は紹介した絵本）  
① 人権とは、つまり、どんなことだろう  
「命をたいせつにすること」「みんなと仲良くすること」「自分の大切さとともに他の
人の大切さを認めること」と共通理解する。  
 
 図 3 絵本だよりの学生作品 
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＊まめうしくんと１．２．３（あきやまただし ＰＨＰ研究所）  
＊ぼくがラーメン食べてるとき（長谷川義文 教育画劇） 
＊ともだちのしるしだよ（カレン・リン・ウイリアムズ他 岩崎書店）  
＊ランドセルは海をこえて（内堀タケシ ポプラ社）  
 
② 人権感覚を育む土壌づくりは幼児期に始まっている  
「自分は大切にされている」という気持ちが「自分や友だちを大事にする」ことにつ
ながる。ともに楽しいと感じて過ごす園生活に「読み語り」を活かす。  
 
＊きみのかわりはどこにもいない（メロディー・カールソン いのちのことば社）  
＊おへそのあな（長谷川義文 ＢＬ出版） 
＊あがりめさがりめ（とよたかずひこ 世界文化社）  
 
③ 幼児期から、個々の特性や持ち味を認める環境づくり  
人にはその人ならではの特性・持ち味があり、それぞれ同じではなく違う。違いを受け
入れ認め合う。これらは絵本の世界にも描かれている。  
             
＊さっちゃんとなっちゃん（浜田桂子 教育画劇）  
＊おかあちゃんがつくったる（長谷川義文 講談社） 
＊どんなかんじかなあ（中山千夏 自由国民社）  
＊かっくん（クリスチャン／メルベイユ 乙武洋匡訳 講談社） 
＊Ｚｅｒｏ（キャサリン・オートシ 乙武洋匡訳 講談社） 
＊たかこ（清水真裕 童心社） 
＊ふくしまからきた子（松本猛 岩崎書店）  
＊いじめっこ（ローラ・ヴァカロ・シーガー あすなろ書房）  
 
④ 読み語りを通して生まれるものは心地よい交流  
語り手の愛情表現であって、自己表現であってはならない。  
聞き手は自由な発想で聞き、空想の体験が人生のリハーサルとなる。  
 
＊あそびましょ（かどのえいこ あかね書房） 
＊おおきなかぶ（内田りさ子 福音館）大型絵本  
 
⑤ 今日、あなたの感じたものは？  
感じたことすべてが豊かなもの。これからに活かそう。  
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昔ばなしは、口伝なので確かな原作はない。作者の意図により微妙に話が異なるが語り
継がれる人々の願いは、幸せ・平和・仲良しが多い。  
 
＊ももたろう（松井直 福音館） 
＊桃次郎（阪田寛夫  出版） 
 
自分も友だちも大切にする世界が見える。 
 
＊あんぱんまんシリーズ（やなせたかし フレーベル館）  
＊いたいのいたいのとんでゆけ（新井悦子 すずき出版）  
 
(5) 授業後の反応 
 乳幼児自身が「楽しい」「大事にされている」と感じる温かい園生活のために、みんな  
で楽しむアイテムのひとつとして参加型絵本の「読み語り」を行ったが、授業後のワーク  
シートには、今後活用したい絵本として全員が参加型絵本を記していた。特に、冒頭で紹 
介した「まめうしくんと１，２，３」は、86％が活用したいと述べた。読み手が語る絵本  
に全員が集中し、みんなで声を出したり笑ったりする楽しさを実感したのか、同じような  
参加型として「あがりめさがりめ」「あそびましょ」「おおきなかぶ」についても意欲的  
な感想が複数あり、聞き手とともに読み進めていく参加型絵本の効能を多くの学生が体感  
したことがうかがえる。「子どもたちに笑ってほしい時に使いたい絵本」「読んでいて、 
一緒に数えてくれるとうれしいから」「始まりに読みたい本」「自分も楽しかったので子 
どもも楽しんでくれると思う」など、参加型の特性もよく踏まえている。また、一番印象  
に残った本について記述の多かったのは、「ぼくがラーメンたべてるとき」「どんなかん  
じかなあ」（ともに 17％）であった。理由としては「自分があまり考えないことを考えさ 
せられる。そこに気づかせてくれる不思議な本だと思った」「子どもは自分のことばかり  
であまり周りを見ないので、あの子は何をしているかなと人のことも気にかける子になっ 
てほしい」「一人の子が様々な子になりきっていいところを見つけていく、その子自身も  
最後に自分のいいところが見つけられるストーリーが素敵だと感じた」など、自分の中で  
しっかりと絵本のメッセージと向き合う姿がとらえられる。「おかあちゃんがつくったる」  
の感想の中には「私も父親がいません。他の子はおとうさんがいるのになぜ私にはいない  
のだろうと思っていた。父親がいるのは当たり前という感覚を薄くして、父親がいないの  
は変ということがないように伝えたい。」という記述があった。自分の心情と素直に向き  
合う聞き手としての感性が伝わってくる。  
「読み語り」のスキルについては、講師の姿を見て次のように記していた。「絵本を揺 
らしたり、足でリズムをとったり体全体で読み、絵本の世界に引き込む技術に感動。私も
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読む前は熟読してたくさん工夫したい。」「腕を最大限伸ばし本を持つ、次ページに行く
前に全員に見えるよう絵本を前に出す。」「登場人物によって音声を変える。誰がしゃべ
っているかわかるように指をさす。」「ページをめくるタイミングがよい。」「重要なペ
ージは前に出し、みんなで読む前、かけ声をかけて盛り上げる。」「絵本に関連した話を
してくれて絵本の内容がすっと頭に入ってきた。子どもたちにも絵本に関連した社会のこ
とを話したい。」「本を見ながら、私たちも見てくれた。」など、非常に細かいところま
でとらえている。客観的に「読み語り」の実演像を見ることが様々のスキル習得の場にな
っていると考える。 
                      （太字は学生の感想から一部抜粋） 
7.3 考察 
学生の反応としては、聞き手と心を通わせる特性をもつ「参加型絵本」への関心が高か
った。感想からは、積極的に読み語ろうという意欲がうかがわれ今後の実践が期待される。 
 また、「読み語り」は聞き手に対し、知らないことや分からないことを考えるきっかけ
になったり、いろいろなことを空想させたりするが、これは、他者への理解や思いやりに
通じる。「読み語り」の授業を通して身近な人権教育についても考える機会であった。今
回の授業では、多様なジャンルの絵本が紹介され、様々な絵本への興味・関心を高めると
ともに、絵本を見る目を肥やすきっかけになったと思われる。また、スキルについても、
知識や理論で習得するだけでなく他者の実践を見ることによって、自らコツをつかみセン
スを高めていくことに繋がっている。 
学生のワークシートの中に次のような記述があった。 
「私は本があまり好きではないが楽しく聞くことができた。私も、子どもたちを楽しま
せるような読み語りをしたいと思えました。」 
「思えました」と自己変革し前向きに取り組もうとする記述からは、前向きな思いを感
じる。しかし、「人前で読み語る」ことについて苦手な学生もいるだろう。  
今回の授業において、このような学生に対しての支援の必要性に気づかされた。  
 
8． まとめと今後の課題 
乳幼児への「読み語り」の目的は、聞き手の豊かな感性や想像力を育てる、語彙力・理
解力等を育む、一人読みへの誘いなど、様々な期待がもたれるが、「読み手と聞き手の心
地よい交流」 について重視することは、養成校における学生にとって意味あるものとなる。 
プログラムにより、学生への効果を要約すると下記の３点が示される。  
(1) 読み手と聞き手双方の体験ができ、その体験から生じた感情や思考などの交流を通し
て学生自身が自己の「読み語り」について成長を実感できた。 
(2) ワークシートについては、毎回個別に評価を数値化して返却するとともに「読み語り」
に対する表現やスキルが具体的に捉えられている視点を全体に紹介することで、漠然とし
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ていた評価基準が整理され、自分の言葉で語ったり、文章化したりすることを学んだ。 
(3) 外部講師との出会いによって、絵本に対する感性を磨き、多様なジャンルの絵本の存
在やその魅力を伝える手法、新しい価値観に気づく機会になった。  
2018 年度のグループワーク「読み語り」実践では、第一筆者の期待以上に学生の絵本へ
の関心や「読み語り」への意欲が高まった。松井 3)は、「絵本は自分で読んでいると、言
葉と挿絵の間にどうしても溝ができる。時間の差ができるから、それを一つにするのは難
しい。しかし読んでもらえれば即座にできる。そして生き生きとした物語の世界が見える」
と述べている。学生同士が「読み語り」を通して感性を磨き合うことは、自分とは違った
視点や考えに気づき、受け入れ、自己の視点や考えと擦り合せ実践していくという学習方
法を体感できたのではないかと考える。今回は、グループワークの導入段階とその回毎の
評価の伝え方に工夫を試みたが、授業のあり方を検討していくためには、教員の支援が重
要なポイントとなることが明らかになった。また、学生が新鮮さを感じる外部講師から豊
かな「読み語り」を体験し、自分で読む時と読んでもらう時の違いに気づき、新しい発見
を得ることができたと推察する。幅広い絵本にまつわる話や経験の中のエピソードからは、
学生が大きな刺激を受け、「自分ももっと絵本について学ぼう。実践しようと」とする主
体的な学びへの姿勢や意欲がより高められたことは大きな成果であった。外部講師の講義
では聞き手であった学生だが、保育者として読み手になった場合、今回の聞き手としての
豊かな感性が、今後の乳幼児への温かい読み語りに繋がると考える。 
外部講師の実践の場が、0 歳から 90 歳代の老若男女を対象としたものであるため、読み
語る絵本が多様なジャンルにわたり、幅広い年齢層の聞き手から受けるダイレクトな反応
に対応する柔軟で勢いのある語りや手法等を今後授業展開に活かしていきたいと考える。 
これら外部講師の講義から得られた成果は、より良い「読み語り」の授業のあり方につ
いて貴重な示唆が得られ、学生の実践力に繋がるものと考える。 
今後は、学生が子どもたちを前にして実践する場を捉え、今回のプログラムがどのよう
に活かされているのか、「心地よい交流」を通した「読み語り」が意識され実践されてい
るのかを検証したい。  
また、前述したように本が好きではない学生や人前に立ちづらい学生も読み語ってみた
くなるような「読み語り」の授業について探っていきたいと考える。 
今回は、限られた情報からの検討であったため予備的な検討の域を脱し得ないが、予め
研究の目的や手法を明確にもちながら社会の教育力と連携して、保育者養成における絵本
に関する教育プログラム開発を継続していきたいと考える。 
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注 
(1)「読み聞かせ」という言葉は、ともすると「聞かせる」意味合いが強く感じられ、聞き
手に取って多少押し付け感をいがめない場合がある。「読み語り」という言葉で表現する
ことにより、聞き手の自由な心情を大切にし、自らのテーマをもって絵本を「語る」読み
手の姿勢を明確にするためにも、本稿では、「読み語り」と表現する。 
(2) 本年度前期の授業でもあり、開始時には学生が聞き慣れている「読み聞かせ」という
言葉を用いて講義を行った。 
 
 
付記 
本稿は、JSPS 科研費 17K04663「保幼小中接続の相補的アカウンタビリティ・システムの
開発をめざす教育福祉行政の研究」（研究代表・藤岡恭子）の研究成果の一部である。 
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